
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：氷見市総合都市交通体系調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：氷見市 

 

 

 ３ 調査圏域：氷見市 

 

 

 ４ 調査期間：令和元年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

本市の都市計画道路の整備状況は、平成 30 年度末で約 83％(約 60km)であ

るが、いまだに未整備となっている路線(約 12km)が存在している。そのため、

都市計画決定当時と比べて、人口減少の進展をはじめとする昨今の社会情勢

の変化に対応するため、長期にわたり未整備となっている路線について、必

要性を検証し、見直しを検討していく必要がある。 

本調査は、氷見市における未着手都市計画道路について、過年度の氷見都

市計画道路見直しの結果（富山県都市計画道路見直しの基本的指針に基づく

ステップ１の過程）から導かれた見直しの方向性をもとに、関係機関との調

整、有識者等が参画する「氷見市都市計画道路検討委員会」の開催、審議を

通じて、見直しの具体化、成案化を図ったものである。見直しにあたっては、

将来交通需要予測による道路網の検証を行い、長期未着手路線の廃止・変更

路線を決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：氷見都市計画道路見直し業務 

 

 

 

 ２ 報告書目次 

 

第１章 業務概要 

 

第２章 検討対象路線の再検証と代替機能確保方策の検討 

２―１ 都市計画道路の整備状況 

２－２ 過年度検討結果の整理 

２－３ 見直し対象路線区間 

２－４ 検討対象路線の再検証と代替機能確保方策の検討 

２－５ 見直し後の都市計画道路網 

 

第３章 交通量調査 

 ３－１ 調査概要 

 ３－２ 調査結果 

 

第４章 将来交通量配分 

 ４－１ 交通量推計の条件 

 ４－２ ゾーニング 

 ４－３ 現況及び将来ＯＤ表の作成 

 ４－４ 現況交通量配分（再現） 

４－５ 将来交通量配分（予測） 

４－６ 検討対象路線の将来交通量需要の整理 

 

第５章 委員会運営支援 

 ５－１ 運営支援概要 

 ５－２ 委員会資料及び議事録 

 

参考資料（交通量調査結果票等） 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

 

 所属 役職等 氏名 

会長 富山大学都市デザイン学部 准教授 猪井 博登 

副会長 元富山県理事  松木 俊二 

委員 氷見商工会議所 専務理事 京田 賢 

委員 自治振興委員連合会朝日丘地区  網田 勝 

委員 自治振興委員連合会 東地区  大嶋 充 

委員 自治振興委員連合会 窪地区  田中 賢次 

委員 
国土交通省北陸地方整備局 

富山河川国道事務所 
副所長 増田 純夫 

委員 富山県土木部都市計画課 課長 金谷 英明 

委員 
富山県土木部高岡土木センター 

氷見土木事務所 
所長 長谷川 徹 

 

 

 

 

氷見市都市計画道路検討委員会（委員会） 

（会長：富山大学准教授 猪井 博登 

氷見市都市計画道路検討委員会 事務局 

（氷見市建設部都市計画課） 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

本市の都市計画道路の整備状況は、平成 30 年度末で約 83％(約 60km)であ

るが、いまだに未整備となっている路線(約 12km)が存在している。そのため、

都市計画決定当時と比べて、人口減少の進展をはじめとする昨今の社会情勢

の変化に対応するため、長期にわたり未整備となっている路線について、必

要性を検証し、見直しを検討していく必要がある。 

本調査は、氷見市における未着手都市計画道路について、過年度の氷見都

市計画道路見直しの結果（富山県都市計画道路見直しの基本的指針に基づく

ステップ１の過程）から導かれた見直しの方向性をもとに、関係機関との調

整、有識者等が参画する「氷見市都市計画道路検討委員会」の開催、審議を

通じて、見直しの具体化、成案化を図るものである。 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

  

見直しの背景整理 

未着手区間の抽出 

未着手区間の現況調査 

未着手区間の評価 

道路網の検証 

報告書とりまとめ 

交
通
量
調
査 



 ３ 調査圏域図 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 ４ 調査成果 

 

検討対象路線の再検証と代替機能確保方策の検討 

前項で抽出した見直し対象路線区間ごとに現時点において見直しの方向性を再検証し、必要

に応じて代替機能確保方策の検討を行い、関係機関との協議調整や都市計画道路検討委員会で

の審議を経て、都市計画道路見直し内容の具体化と成案化を図った。 

その結果は、下表及び次ページ以降に示すとおりであり、見直し対象路線区間ごとの再検証

結果とあわせて示す。 

見直し対象路線の再検証結果 

No. 見直し対象路線区間 見直しの方向性 

1 3･ 4･ 3 環状南線 
変更 

（W=16m→W=12.5m 現道都決） 

2-1 3･ 4･ 4 
朝日丘稲積線 ① 

（上庄川以南） 

一部廃止 

一部変更 

（朝日山公園下交差点～北新橋詰間 

W=16m→W=12m） 

2-2 3･ 4･ 4 
朝日丘稲積線 ② 

（上庄川以北） 

一部廃止 

一部変更 

（栄町～氷見高畠線間 

W=16m→W=12m、ルート変更） 

3-1 3･ 4･ 6 
朝日公園線 ① 

（国道 415 号以東） 

変更 

（W=16m→W=12m） 

3-2 3･ 4･ 6 
朝日公園線 ② 

（国道 415 号以西） 

変更 

（W=16m→W=12m） 

4 3･ 4･11 氷見高畠線 継続 

5-1 3･ 4･16 
氷見伏木線 ① 

（窪地内） 
継続 

5-2 3･ 4･16 
氷見伏木線 ② 

（島尾地内） 
継続 

6 3･ 4･17 柳田線 継続 

7 3･ 5･ 2 上泉海岸線 継続 

8 3･ 5･ 9 氷見羽咋バイパス線 廃止 

9 3･ 5･12 幸町線 廃止 

10 3･ 5･13 北大町線 
継続 

一部廃止（終点変更） 

11 3･ 5･19 鞍川線 継続 

12 3･ 6･ 7 氷見羽咋線 継続 

13 3･ 6･14 高岡七尾線 
変更 

（W=15m→W=10m 現道都決） 



 

 



交通量調査 
 調査概要 

市内の都市計画道路・並行道路等の現況交通量を把握するため、14 箇所で交通量調査を実施

した。なお、うち４箇所については、3･6･14 高岡七尾線（一般県道 薮田下田子線）の上庄川に

架かる北の橋の架け替えが令和元年 12 月に完了することから、同架け替え工事の完了を待って

実施した。 

 

（１）調査日時 

・令和元年 ６月 25 日（火） 7:00～19:00  ：  10 箇所 

・令和元年 12 月 17 日（火） 7:00～19:00  ：  ４箇所 

 

（２）調査箇所 

 

No. 調査箇所名 交差点形態 信号 調査日 

① 稲積交差点 十字路 有 令和元年 ６月 25 日

（火） 
② 加納・栄町地内 十字路 無 令和元年 ６月 25 日

（火） 
③ 氷見温泉郷総湯付近 十字路 有 令和元年 12 月 17 日

（火） 
④ 比美乃江小学校前交差点 丁字路 有 令和元年 12 月 17 日

（火） 
⑤ 鞍川交差点 十字路 有 令和元年 ６月 25 日

（火） 
⑥ 幸町地内 十字路 有 令和元年 ６月 25 日

（火） 
⑦ 氷見漁港前交差点 十字路 有 令和元年 12 月 17 日

（火） 
⑧ 比美町交差点 十字路 有 令和元年 12 月 17 日

（火） 
⑨ 朝日本町地内 十字路 無 令和元年 ６月 25 日

（火） 
⑩ 市民会館前交差点 十字路 有 令和元年 ６月 25 日

（火） 
⑪ 伊勢大町交差点 十字路 有 令和元年 ６月 25 日

（火） 
⑫ 伊勢大町二丁目地内 十字路 無 令和元年 ６月 25 日

（火） 
⑬ 窪地内 丁字路 無 令和元年 ６月 25 日

（火） 
⑭ 柳田地内 丁字路 無 令和元年 ６月 25 日

（火）  

 

 

 

 

 

 



 


